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よ
ぉ
ー

久
し
ぶ
り

北北 建設㈱建設㈱ 会長会長
北北 三郎三郎

あ
れ
か
ら
数

3

り
だ
な

お
め
ぇ
さ

モ
ー
タ
グ

盛
り
土

や
っ

数
ヶ
月
・・・

さ
ん
、
近
頃

グ
レ
ー
ダ
で

土
の
敷
均
し

と
る
と
か
・・・

は
、

は
い
っ

冬
は
除
雪
者
。

夏
は
グ
レ
ー
ダ
や

ブ
ル
で
敷
均
し
。

た
ま
に

バ
ッ
ク
ホ
ウ
も
。

※舗装（路盤工） 敷均し

で
も
、
操
作
が

難
し
す
ぎ
て

仕
上
が
り
は
凸そ

モータグレーダ ブルドーザ バックホウ

掘削積込
法面整形

が凸
凹
、

そ
れ
に
時
間
も

か
か
る
し…

…

。

バックホウの
操作レバー

アーム上

アーム下

右旋回左旋回

ブーム下

ブーム上

バケット排土バケット巻込左レバー

右レバー

「な
ま
ら

難
し
い
」

…

か
。

し
ゃ
ー
ね
ぇ
な
。

お
い
っ

小
金
技

。

※ 除雪車の誤字ではありません。
詳しくはＱＲコードへアクセス！

チ
ッ
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ほ
い

お
い

若
け
ー

今
か
ら
極
上
モ

教
え
て
や

耳
カ
ッ
ポ
し
て

よ
～
く
聞

コ
ー
ド
ネ

…
…
…

そ
し
て

専務専務
小金技小金技 昇司昇司

ー
の
。

モ
ノ
を

や
る
。

て
、

聞
け
。

マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン

そ
し
て
、

マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ

専務専務
小金技小金技 昇司昇司

ネ
ー
ム
は
、

…

Ｍ
Ｇ

て
、
Ｍ
Ｃ

ン
ス

ロ
ー
ル

人
呼

ま
、

ま
じ･･･

呼
ん
で
、

か
っ
ぱ

え
○
せ
ん
♪

い
い
ぞそ

の
調
子
だ



Ｍ
Ｇ
（

Ｍ
Ｇ
（ママ

運
転
席
で

見
な
が
ら

操
作
支
援

オ
ペ
レ
ー

バ
ケ
ッ
ト

な
ぞ
るま

5

Ｍ
Ｃ
Ｍ
Ｃ

さ
ら

や
っ
て

オ
ペ
レ
ー

機
械
の
方

ブ
レ
ー
ド

誰
が
乗

作
業
速ま マ

シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

で
３
次
元
設
計
デ
ー

ら
重
機
を
操
作
で
き

援
技
術
。

ー
タ
ー
は
、
ま
る
で

ト
や
排
土
板
を
設
計

る
よ
う
に
操
作
で
き

ま
さ
に
ゲ
ー
ム
感
覚
！

ＣＣ
（（マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ

マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ

ら
に
そ
の
操
作
を
機
械

て
し
ま
う
自
動
制
御

タ
ー
が
車
体
を
走
行

方
で
自
動
的
に
目
標

ド
の
レ
ベ
ル
調
整
を
し

乗
っ
て
も
、
熟
練
オ
ペ

速
度
と
仕
上
が
り
精

ま
さ
に
土
工
機
械
の ））と

は

ー
タ
を

き
る

で
図
面
上
で

計
ラ
イ
ン
に

き
る
。

！ー
ル
ー
ル
））と
は

械
が
勝
手
に

御
技
術
。

行
さ
せ
れ
ば
、

標
値
に
あ
わ
せ
て

し
て
く
れ
る
。

ペ
レ
ー
タ
ー
並
み
の

精
度
を
発
揮
す
る
。

の
革
命
！

MGMG（マシンガイダンス）（マシンガイダンス）

対象機種 ： ブルドーザ
バックホウ など

。

導入効果導入効果

バックホウ運転席のモニター

（アンケート結果より）

MGMGブルドーザブルドーザ

機械補助員が不要になり、安全性が向上
し、従来必要だった丁張りなどの測量作
業が大幅に軽減される。

モニターの遅れがなく、刃先位置が正確

MGMGバックホウバックホウ

土砂搬入部側面の墨出しが不要になり、敷
均し後の高さ測定や、高さ数値マーキング
の省略により補助作業員が減少した。

経歴６年目でも熟練者並みの仕上がり精度
に判るので施工精度が向上する。

掘削効率が従来施工に比べて2割程度向
上し、工程の短縮に繋がっている。

ＭＧバックホウは、見えない部分（水中
等）や見にくい部分の作業に有効である。

で、品質向上に効果的だった。

レンタル機械でもリース業者からの直接指
導やトラブル対応にサポートしてもらい、
自社のＩＴ技術者育成にも役立った。



対象機種 ： モータグレーダ
ブルドーザ
路面切削機
アスファルトフィニッシャ など

MCMC（マシンコントロール）（マシンコントロール）

TS(トータルステーション)を用いた
グレ ダのマシンコントロ ルの例

6

②位置データ（x,y,z）を無線送信
ｺﾝﾄﾛｰﾙBOX

③自車位置(x,y)における
設計標高・勾配を算出

④
ブレードの
高さ・勾配を
指示

グレーダのマシンコントロールの例
※ TS（トータルステーション）は第2話を参照。

ターゲット
（プリズム）

無線機

油圧制御部

指示

⑤施工データを
PCに記録

ブレードを
自動調整

①【追尾作業】ブレードに取り付けたプリズムを自動追尾し、
位置データ（x y z）をリアルタイムで計測

自動追尾型
トータルステーション

定点固定
無線機

PCに記録

マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ

一
度
乗
っ
た
ら
、

な
る
の
も
当
然

特
に
経
験
の
浅
い

若
僧
に
と
っ
て
は
、

ド
ラ
え
も
ん
ポ

ポ
ケ
モ
・・・

ターゲット
(プリズム)

位置デ タ（x,y,z）をリアルタイムで計測

アスファルトフィニッシャの
敷均し厚さコントロールの例

ロ
ー
ル
機
械
に

、
や
め
ら
れ
な
く

然
だ
ろ
う
・・・。

い
、
お
ま
え
の
よ
う
な

、
魔
法
の
杖
！

い
や

ポ
ケ
ッ
ト
、
い
や
い
や

・・・・

コントローラ

作業効率が５０％程度向上し、施工工期も
１０日程短縮された。

勾配変化の激しい場所 幅員が広い場所

導入効果導入効果

敷均し後の仕上がり高さ測定の補助作業
員がいらないため、接触事故を回避でき
た

MCMCモータグレーダモータグレーダMCMCブルドーザブルドーザ

（アンケート結果より）

勾配変化の激しい場所、幅員が広い場所、
施工延長が長い場所ではより効果的である。

出来形を測定してみた結果、ほとんど誤差
1cm以内に入っていた。

た。

MC導入により準備の日数、設置手間は
増加するが、施工については、精度の向
上と作業工程の短縮になる。

MCに慣れると、従来の機種に乗り換え
出来ない。



技術分類 技 術 名 建設機械 対象作業

適 用 工 種 監督検査

・出来高管
理各要領

河川
土工

道路
土工

舗装工 その他

MG・MC 各技術の分類と適用工種
7

【凡例】 ○：適用可能、 △：一部適用可能、 －：適用外

土工 土工

一般化
技術

TSによる出来形管理技術
（土工）10,000m3以上

－ 出来形計測 ○ ○ － △ ○

TSによる出来形管理技術
（土工）10,000m3未満

－ 出来形計測 ○ ○ － △ ○

TS･GNSSによる締固め
管理技術

ﾛｰﾗ、
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ

締固め ○ ○ － △ ○

一般化
推進技術

管理技術 ﾌ ﾙﾄ ｻ

MC技術 ﾓｰﾀｸﾞﾚｰﾀﾞ
まき出し・敷均
し・不陸整正

－ －
○

路盤工
－

MC･MG技術(3D,2D) ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ
まき出し・敷均
し・掘削・整形

○ ○ △ ○

MG技術(3D,2D) ﾊﾞｯｸﾎｳ 掘削・整形 ○ ○ △ ○

実用化 TSによる出来形管理技術実用化
検討技術

TSによる出来形管理技術
（舗装工）

－ 出来形計測 － － ○ － ○

確認段階
技術

MC技術 路面切削機 路面切削 － － ○ －

MC技術(3D)
ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾌｨﾆｯｼｬ
敷均し － － ○ －

まき出し厚さ管理技術 ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ まき出し出来形 ○ ○ － －

検証段階
技術

加速度応答による締固め
管理技術

振動ﾛｰﾗ 締固め ○ ○ ○ △

TSによる出来形管理技術
(ﾉﾝﾌﾟﾘｽﾞﾑ)

－ 出来形計測 － － △ －

その他 － － － － － －

※ 他にも様々な情報化施工技術が開発されています。

90TS出来形管理（土工）

北海道開発局の工事導⼊実績（平成25年度）

《 技術例 》
アスファルト舗装の温度管理、ダンプトラック運行管理システム、杭打ち位置管理、
港湾捨石出来形管理、ロータリ除雪車のガイダンス、ライフライン事故防止のための空間監視・・・・等々。

8

13
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19

90

MGバ クホウ（2D）

MGバックホウ（3D）

TS・GNSS締固め管理

MCブルドーザ

MCグレーダ

TS出来形管理（土工）

1

1

5

8
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MC（その他）

TS出来形管理（その他）

TS出来形管理（舗装）

MGバックホウ（2D）

件
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Ｍ
Ｇ
・Ｍ
Ｃ

こ
れ
な
ら

僕
で
も

こ
い
つ
を
や
る

車
体
の
座
標
と

バ
ケ
ッ
ト
の
位
置

ハ
ッ
キ
リ
し
て

お
話
に
な

････

そ

9

ま
だ

話
は

終
わ
っ
て

ね
ぇ

る
に
は
、

と
、
排
土
板
や

置
・姿
勢
が

て
い
な
い
と

な
ら
な
い
。

そ
こ
で

先人たちは、星を見て自分の位置を割り出した……。
今は世界各国で人工衛星を打ち上げている。
GPS
GALILEO
GLONASS
準天頂衛星

そいつらを
５個以上ガッチリつかめば、
てめぇの緯度・経度をキッチリ教えてくれる……。

準天頂衛星
……

全部まとめてGNSS。
グローバル・ナビゲーション・
サテライト・システムじゃ。

RTK-GNSS方式なら測位誤差は
水平方向で2cm。
垂直方向でも±3cm以下。

そこらのナビとは
ちょっと訳が違う。

RTKRTK--GNSSGNSSの使用例の使用例 基準局１台で

お
ま
え
誰
だ
？

RTKRTK GNSSGNSSの使用例の使用例 基準局１台で
複数の移動局を
制御できる。

基準局 （MGバックホウ）（MCブルドーザ） 移動局移動局

〔RTK-GNSS測量〕
既知点（基準局）からの補正観測情報を無線や携帯電話を利用して
移動局に送信し、移動局の位置をリアルタイムで測定する方法。



２
セ
ン
チ

す
ご
す
ぎ
る

でつ
か

糸
の凧

トータルトータル・・・・・・・・・・・・・・

10

で
も
衛
星
を

か
め
な
き
ゃ
、

の
切
れ
た

凧
と
同
じ…

。

安
心

他
に計心

し
ろ
。

に
も
っ
と
精
度
の
高
い

計
測
方
法
が
あ
る
。い

いあ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ステーションステーション

そ

い
ち
い
ち

ひ
っ
ぱ
る
な
ー

あ
ん
た
の
カ
ッ
ト
ば
っ

増
え
る
ん
だ
か

も
っ
と
？

そ
れ
を

教
え
て

く
れ
っ

ーか
り

か
ら

コ

※ 同じカットの使い回しが多く、申し訳ございません。

ｷﾀ――！

Ｔ

コ
ー
ド

ネ
ー
ム
は･･･

、

そ
れ
な
ら

知
っ
て
る

ん？
シャレだ

･･･

Ｓ
、

人
呼
ん
で

る



ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｔ
・Ｓ
は
距
離
・角

同
時
に
計
測
し
て

３
次
元
座
標
を

特
定
す
る

電
子
式
測
量
機

そ
し
て
、え

え
～

帰
っ
ち

11

角
度
を

て
、

機
器
。

『Ｔ
Ｓ
を

出
来
形

い
え
ば
、

今
や
常

一
万土

工

使
用

～
っ

ち
ゃ
う
の

ｍ3

も
う
ち
ょ
っ
と

し
ゃ
べ
ら
せ

い
ま
一
番
イ
イ
と

ひ
っ
ぱ
っ
て
悪
か
っ
た
よ

使
っ
た

形
管
理
』と

常
識以

上
の

工
で
は
既
に

原
則
化

失

ｍ3とせ
て

と
こ
。

よ
。
な
、
な
、

国土交通省の直轄工事で

失
礼
し
ま
す…

…

ＴＳによる出来形管理

¥

ＴＳによるマシンコントロール
（モ タグレ ダの例）

ＴＳ（トータルステーション）

ターゲット
（プリズム）

自動追尾型ＴＳで →→

そ
の
と
お
り
。

Ｔ
Ｓ
が
あ
れ
ば

Ｍ
Ｇ
・Ｍ
Ｃ
も
可

た
だ
し
、
自
動
追

必
要
だ
が…

…

そ
れ
よ
り
、
Ｔ
Ｓ

も
っ
と
大
事
な
こ

そ
れ
は―

―
―

（モータグレーダの例）

可
能
に
な
る
。

追
尾
型
が

…

。
Ｓ
を
使
う
前
に

こ
と
。

―

３
次
元
設
計…

･

本日は、
定時退社日です。

社員の皆さーん。
業務に支障があっても だめです

とっとと帰りましょ～

お
先
に
。

ちがうんだ…
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所
詮
・

所
詮
・・

で
き

・・

で
き

・・

き
っ
こ
な
い

き
っ
こ
な
い

３
デ

・・ど

い
だ
ろ

い
だ
ろ

次
元
設
計

デ
ー
タ
が

・で
も
、

人
は
？

お
金
は
？

マ
シ
ン
は
？

ど
う
す
り
ゃ
・・・

必
要
な
こぐ

僕
だ
っ

分
か

ウ
チ
の
会
社
に

設
計
デ
ー
タ
を
３

で
き
る
技
術
者
は

ソ
フ
ト
も
な
い

あ
る
の
は
現
場
の

お
や
じ
た
ち
の
技

こ
と

ぐ
ら
い
、

て
か
っ
て
る
。

３
次
元
に

は
い
な
い
。

い…

。

の技
量
だ
け
。

つづく
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情報化施

施工管理
に関する技術

TSによる出来形管理技術（土工・舗装）

TS・GNSSによる盛土締固め管理技術

情報化施工技術の分類

情報化施工
技術

TS・GNSSによる盛土締固め管理技術

施工支援
に関する技術

マシンガイダンス技術

マシンコントロール技術

従来施工

３人

計測結果を手簿に記録
へ手入力

手簿を表計算ソフト等 出来形管理資料作成

ＴＳ（トータルステーション）による出来形管理ＴＳ（トータルステーション）による出来形管理

従来施工

出来形管理資料出力記録手間
転記・入力で

ミス懸念
入力手間

断面毎に計測
移動を行う。

情報化施工

計測と同時に記録
出来形管理資料作成出来形管理資料作成

ＴＳから取出したメモ
リー等を用い、パソコ

ンにデータ転送

情報化施工

２人
　資料作成の自動化

記録・入力手間・転記ミス
が無くなる

自動追尾型TSでは１人で作業可能

導入効果導入効果（アンケート結果より）

測定機器やアプリケーションの操作を習熟できれば、短時間かつ、より少ない人員で管理
することが可能になる。

TSによる取得データを自動で記録・出力が出来るため、作業量が減少した。(従来比0.7)

現場で測定したデ タをリアルタイムで設計比較 処理ができ 従来の手書きメモの人為

ＴＳによる出来形管理ＴＳによる出来形管理

現場で測定したデータをリアルタイムで設計比較・処理ができ、従来の手書きメモの人為
的ミスを大幅に低減できた。

３次元設計データと基準点データを搭載しているので、丁張り設置作業や現場での突発的
な測量にも準備計算なく対応できる。

専用CADに連動するので作図・帳票の時間短縮もできた。



ＴＳ・ＴＳ・GNSSGNSSによる盛土の締固め管理技術による盛土の締固め管理技術

測定 

測定 従来施工

14

測定 

■帳票作成

従 施

・盛土施工管理データ
・現場密度試験結果一覧

・・・等

書類を多数作成
RIRI法等の品質法等の品質計測計測

（（100m100m22毎に毎に１点計測）１点計測）

情報化施工

2回

自動追尾型TSを使用

・ ローラーの転圧回数で品質管理
→ ⾯的管理が可能。

・ 施工⾯の平⾯図(2次元の背景図)が必要

2回

3回

管理管理ブロックブロック(25cm(25cm又は又は50cm50cm））ごごとと
の締の締固め回数をカウント固め回数をカウント

リアルタイムでメッシュ

上の転圧回数を色別に

表示 デ タを蓄積

■帳票作成

・走行軌跡図
・回数分布図
・・・等

書類を自動作成書類を自動作成

表示 ⇒ データを蓄積

導入効果導入効果（アンケート結果より）

丁張設置作業が軽減され、施工中の機械補助員がいなくてすみ、安全性は格段に向上した。

夜間でも施工可能となり 工期短縮が図られた

TS/GNSSTS/GNSS盛土締固め管理盛土締固め管理

夜間でも施工可能となり、工期短縮が図られた。

モニターでリアルタイムで確認ができるので転圧不足箇所がなくなった。

従来の書類が不要になり、色分け図と軌跡図のみで、帳票が自動作成されるので効率化が
図られた。

締固めのムラが減少する。また、過転圧防止にも有効である。
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管理要領、監督・検査要領
TSを用いた出来形管理要領（土工編）

TSを用いた出来形管理要領（舗装工事編）

TSを用いた出来形管理の監督・検査要領（河川土工編）

TSを用いた出来形管理の監督 検査要領（道路土工編）

TSTS出来形出来形管理要領 監督･検査要領の対象範囲の拡大も進めています管理要領 監督･検査要領の対象範囲の拡大も進めています ①①

TSを用いた出来形管理の監督・検査要領（道路土工編）

TSを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）

TS・GNSSを用いた盛土の締固め管理要領

TS・GNSSを用いた盛土の締固め管理の監督・検査要領

情報化施工推進会議（第１６回）資料より

TSTS出来形出来形管理要領、監督 検査要領の対象範囲の拡大も進めています管理要領、監督 検査要領の対象範囲の拡大も進めています ①①

項　　目
５つの重点目標

１０の取組

プログラム名

＜最終＞

■TS出来形管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大
（河川護岸、道路埋設物（維持管理段階への活用・一元管理））

内　　容
①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標

４  ＣＩＭと連携したデータ共有手法の作成

主要目標

＜最終＞
【道路埋設物】
　①TS出来形管理要領の一部改定
　②TS監督検査要領の一部改定
　③TSソフト機能要求仕様書の一部改定
　④設計データ・帳票作成ソフト機能要求仕様書の一部改定
　⑤データの保管・利用マニュアル、データ管理ソフトウェアの機能要求仕様書
＜中間＞
　上記の①～②の「試行案」

分担地整

1
・計測手法の立案・問題点の整理

・出来型管理要領検討 －

2
・維持管理要領の検討

・システムの機能概要とコストの検討 －

3
システム設計・開発

－

4
・出来形管理要領

維持管理要領 －

H30

情報化施工
推進戦略

各プログラムの
ロードマップ

マネジメント担当機関 国総研（情報化施工チーム）

H25 H26 H27 H28 H29

4 ・維持管理要領

（H26年度実施事項）
＜国総研＞
・計測手法の立案
・導入効果の検証（試行工事のマネジメント）

延長（占用料）計算に利用

実施内容及び
スケジュール

試掘時の
立会の軽減

既設管の埋設時の
施工管理データで

重機のガイダンスシステム
上での埋設物の表示

管

BH刃先
施工管理デ タで
位置出し



情報化施工推進会議（第１６回）資料より
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項　　目
５つの重点目標

１０の取組

内　　容
①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標

1 情報化施工による施工管理要領 監督 検査要領の整備

TSTS出来形出来形管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大も進めています管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大も進めています ②②

１０の取組

プログラム名

＜最終＞　各技術に応じて段階的に実施
　【道路埋設物編】
　　①TS出来形管理要領、②TS監督検査要領、③TSソフト機能要求仕様書、
　　④設計データ・帳票作成ソフト機能要求仕様書、⑤TSソフト機能確認ガイドライン、
　　⑥設計データ・帳票作成ソフト機能確認ガイドライン

【護岸工編】 【道路土留め編】 【擁壁編】

1  情報化施工による施工管理要領、監督・検査要領の整備

■TS出来形管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大
　 （埋設物、護岸、道路土留め、擁壁等）

主要目標

分担地整

　【護岸工編】・【道路土留め編】・【擁壁編】
　　上記①～⑥
　【共通】
　　TS施工管理データ交換標準Ver.5.0
＜中間＞
　上記の各工種の①～④の「試行案」

マネジメント担当機関 国総研（情報化施工チーム）

H25 H26 H27 H28 H29 H30

1

・コンクリート張工の計測手法の立案・

問題点の整理

・出来型管理要領（試行案）作成
国総研

2
出来形管理要領（試行案）による試行

（※）導入効果の検証
関東・北陸・

中部

3

・護岸の他工種、土留・擁壁工の計測手

法の立案・問題点の整理

・出来型管理要領（素案）作成

・ｿﾌﾄｳｪｱ要求仕様書（素案）作成

国総研

・出来形管理要領（案）作成

情報化施工
推進戦略

各プログラムの

4

・出来形管理要領（案）作成

・ソフトウェア要求仕様書（案）作成

・監督検査の手引き（案）作成

(※）全国試行・ｿﾌﾄﾍﾞﾝﾀﾞ開発用

国総研

5
試行工事実施

(※）要領類の検証 全地整

6

・出来形管理要領

・監督検査要領（改正）

・ソフトウェア要求仕様書

・次期データ交換標準ver5.0の策定

本省・国総研

ロードマップ

（H25年度実施事項）

・コンクリート張護岸に関する計測手法の立案、現場試行による効果計測

（H26年度実施事項）

＜国総研＞

・計測手法の立案、導入効果の検証（試行工事のマネジメント）、要領～ソフト仕様書(素案)の修正・作成

＜地整＞

・試行工事の実施・・・各２現場以上

実施内容及び
スケジュール

白文字（実線）＝策定済み 黒文字（破線）＝検討・試行
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MGバックホウ（超ロングアーム） 掘削・法面整形MGバックホウ（超ロングアーム） 掘削・法面整形

MCブルドーザ まき出し・敷均しMCブルドーザ まき出し・敷均し

MCモータグレーダ 路盤工MCモータグレーダ 路盤工

TS・GNSSによる締固め管理(回数分布図・走行軌跡図）TS・GNSSによる締固め管理(回数分布図・走行軌跡図）
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第３話

ブラックジャックによろしく 佐藤秀峰 漫画 on web http://mangaonweb.com                                                  
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現場では、熟練オペレーターたちが次々と去って行き、
後輩たちは彼らの技を盗みきれず、次にも伝えられない・・・
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安康 巌（６３才）

き
る
の
か
？

3次元設計データ
作成に必要なもの

１．測量後の変更図面
（CADデータがあると作成しやすい）
□平面図
□縦断図
□横断図（施工範囲の決定）

２．線形要素
□平面線形
□カ ブ要素（R Aまたは曲線⻑）□カーブ要素（R、Aまたは曲線⻑）

３．座標
□線形を組むために必要なポイント

 BP
 EP
 IPもしくは役杭
 基準点座標
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TINデータ (Triangleted Irregular Network)
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保有する空間データ

余
っ
た

デ
ー
タ

手
当
だ

お
ま
ぇ

受
け
取

若
い

極レ
ンや

安
康
。

こ
れ
で
・・・

た
分
は

タ
作
成
の

だ
。

ぇ
さ
ん
、

取
っ
て
く
れ
。

い
も
ん
に

極
上
モ
ノ

ン
タ
ル
し
て

や
っ
て
く
れ
。

余
ら
な
い

余
ら
な
い



省エネルギー型建設機械導入補助金

情報化施工機器を搭載した
省エネルギー型建設機械等

H26年より新設
（経済産業省・国土

補助金・融資制度あります。補助金・融資制度あります。

24

具体的には、補助対象車両となっているMC・MGブ
ルドーザ及びMGバックホウを新規購入する際に、通
常車両との価格差の2/3（上限300万円）の補助が受
けられます。

省 ネ ギ 型建設機械等
の新規導入を補助する制度

（経済産業省 国土
交通省連携事業） 補助対象の車両（各機種の型式一覧）は

こちら↓
http://www.eco-kenki.jp/target/index.html

http://www.eco-kenki.jp/index.html

例えば・・・企業活力強化貸付制度（ＩＴ活用促進資金）

機器・ｼｽﾃﾑ調達に関する
支援制度（低利融資制度）

㈱日本政策金融公庫
低利・長期融資制度

情報化施工等のＩＴ技術活用による効率化・合理化
を図る際に係る関連機器の購入、賃借が対象となり
ます。
中小企業（資本金3億円以下又は従業員300人以

下）の建設業者であれば、以下の額の範囲内で利
用可能です。

・直接貸付：７億２千万円
・代理貸付：１億２千万円

（民間金融機関による代理貸付）
長期固定の低利融資で特別利率(1.05%～）を適用。
設備を賃借する場合も利用可能です。

http://www.jfc.go.jp/

※ 建設機械本体は本制度の対象となりません。
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各機械のリ ス料（概算額）

シ ス テ ム リース料金（月額）

各機械のリース料（概算額）

注） 平成２５年度調べ

トータルステーション ～10万円／月

TS・GNSS締固め管理システム
（タイヤローラ、振動ローラ）

(10t) 120～180万円／月
(4t) 80～100万円／月

マシンガイダンスシステム
バックホウ（0.8m3)

（車体ｾｯﾄ）180～220万円／月
（装置のみ）150～180万円／月

マシンコントロールシステム
ブルドーザ

［車体＋装置セット］
(7t級 ) 150～200万円／月

(19～21t) 250～280万円／月

マシンコントロールシステム
［車体＋装置セット］

(TS仕様) 180～220万円／月

※ システム用ソフトウェア含む。
輸送費、初期設定費、納品時指導料、３次元データ作成費などは別途。

モータグレーダ(3.7m)
(TS仕様) 180～220万円／月

(GNSS仕様) 200～250万円／月

あ
く
ま
で
参
考
。

お
お
ま
か
な
相
場場
だ
よ
。
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夢じゃないわよ････

最終話

ブラックジャックによろしく 佐藤秀峰 漫画 on web http://mangaonweb.com                                                  
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調 ①管理・監督の分業化

■■ 現行現行の建設生産システムの課題の建設生産システムの課題

28

調
査

設
計

①管理・監督の分業化

②調査・設計・施工・監理分業化

③間接業務量の増加計

施
工

③間接業務量の増加

④建設業界外へ人材流出

⑤公共事業費の削減
工

維
持
管
理

⑥価格競争激化

⑦維持管理のウエイト大
理

・建設生産プロセス全体を管理しづらい
・熟練技術者の減少
・間接業務の増大により現場管理に時間を確保できない（受注者）
・１人当たりの管理現場が多く、監督検査を十分行えない（発注者）

施工効率 品質の向上
情報化施工情報化施工のの

１人当たりの管理現場が多く、監督検査を十分行えない（発注者）
・各フェーズの情報が有機的に利用できない

・施工効率・品質の向上
・施工プロセスの確かなトレース
・間接業務の削減、効率化
・事故の減少
・人材の確保

情報化施情報化施 のの
期待期待効果効果

人材の確保
・建設資材の効率的利用
・技術競争力の強化



最最 後後 にに ・・ ・・ ・・

情報化施工技術は

従来の技術よりも生産性が高く、

熟練度に左右されない、そして
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情報化施工がきっと、

建設業を取り巻く

さまざまな課題の解決に

有

高品質で均質な施工を実現する

画期的なシステムなんじゃと・・・。

処 方 箋

用法・用量

情報化施工技術情報化施工技術

技 術 分 類 技 術 名

一般化技術 TSによる出来形管理技術（土工 10,000m3以上）

有効な手段になるじゃろう。

一般化推進技術

TSによる出来形管理技術（土工 10,000m3未満）

TS･GNSSによる締固め管理技術 ローラ、ブルドーザ

マシンコントロール技術
モータグレーダ

ブルドーザ

マシンガイダンス技術
ブルドーザ

バックホウ

実用化検討技術 TSによる出来形管理技術 （舗装工）

確認段階技術
マシンコントロール技術 路面切削機

マシンコントロール技術(3D) アスファルトフィニッシャ

検証段階技術

まき出し厚さ管理技術 ブルドーザ

加速度応答による締固め管理技術 振動ローラ

TSによる出来形管理技術 （ノンプリズム）

軟弱地盤では使用できません。
施工規模が小さい現場ではコストメリットは

見込めません。最低でも１ヶ月以上の工程で
連続した施工が見込める現場での使用をお

！ 使用上の注意使用上の注意 服用後の特典服用後の特典

その他

工事成績評定（創意工夫～「施工」)
『一般化推進技術』
『実用化検討技術』 を活用した工事は
『確認段階技術』 加点対象です連続した施工が見込める現場での使用をお

すすめします。
TS､GNSSいずれも遮蔽物が無いことが絶

対条件です。
現場条件（勾配変化、高さ、位置、管理測点

等）の途中変更があると、初期設定条件の
更新が煩雑になります。
TS出来形管理及び盛土締固め管理にかか

『確認段階技術』 加点対象です。
（2点×0.4）

・ 発注者指定、施工者希望いずれも
加点対象です。

・ 『一般化（使用原則化）技術』は
加点対象外です。

TS出来形管理及び盛土締固め管理にかか
る費用は間接工事費に含まれます。
（設計データ作成にかかる費用と検測・帳票
作成等にかかる費用が相殺されてます。）

MG／MCは、一度服用するとやめられなく
なります。かまわず服用し続けて下さい。

・ NETIS登録技術は、創意工夫～「新技術活用」
の項目において適宜評価します。

（最大3点×0.4）重複可。

用法･用量、使用上の注意を一応よく読んで、
多少ぶっちぎってもかまいませんから、
まずは服用してみて下さい。極上モノですよ。

・・



予告編
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次次
は

な
い

無
い

無
理
。 完完。





先行くぜ。
後ろは振り返らねぇ・・・・

Ｏ Ｐ Ｅ Ｊ Ｏ にＯ Ｐ Ｅ Ｊ Ｏ に

よろしくよろしく
Ｏ Ｐ Ｅ Ｊ Ｏ にＯ Ｐ Ｅ Ｊ Ｏ に

よろしくよろしく

EpisodeEpisode--22

LongLong--Ver.Ver.

よろしくよろしくよろしくよろしく

・
・・・

ブラックジャックによろしく 佐藤秀峰 漫画 on web http://mangaonweb.com                                                 
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